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 第７章は結論である。  
 以上要するに、本論文は、談話解析のための仮説推論において、規模耐性の問題に有効な解決
方法を与え、評価関数の学習方法を提案するとともに、それらをオープンソース・ソフトウェア
として実装・公開したもので、システム情報科学ならびに自然言語処理学の発展に寄与するとこ
ろが少なくない。よって、本論文は、博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
